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研究主題 

総合的な探究の時間における 

地域資源を活用した協働的な学びの実践 
～万能調味料「うまくてごめんな山菜」の開発を通して～ 

福島県立猪苗代支援学校 教諭 本間 久登   

Ⅰ はじめに 

 本研究では、猪苗代支援学校高等部での総

合的な探究の時間を用いて、猪苗代町の地元

企業である「有限会社Ａ食品」（以下「Ａ食品」）

と連携を図りながらコラボ商品を開発し、商

品を流通させることで地域活性化を目指して

いく。その学習過程の中で、生徒に協働的な学

びを経験させ、どのような影響が与えられる

のか、検証していくことを目的としている。 

Ⅱ 研究の背景 

１ 地元地域猪苗代町の問題と課題 

「猪苗代町まち・ひと・しごと創生人口ビジ

ョン（改訂）第２期総合戦略」によると、猪苗

代町の総人口は、昭和２２年をピークに、全体

として減少傾向にあり、国立社会保障・人口問

題研究所に準拠した推計では、今後も人口減少

が続き、令和２７年には、１万人を割り込むと

予測されている（図１）。また、町内の事業所数

は、減少傾向にあり、平成２６年には８５０事

業所となっている。従業者数は、平成８年の

8,235 人をピークに減少傾向であり、平成２６

年は、5,806 人となっている。事業所数、従業

員数ともに減少傾向にあり、町内での雇用が減

少していると考えられる（図２）。１） 

猪苗代町が地元である本校では、令和６年

度の重点目標を「教科横断的な視点をもち、地

域の人的・物的資源を積極的に取り入れた授

業づくりを通して、協働的な学び・探究的な学

びの充実を図る。」としている。猪苗代町の活

性化を授業のキーワードに挙げつつ、学校全

体の重点目標の達成に向けて取り組むことは、

青年期段階である高等部生の総合的な探究の

時間の題材として適切であり、地域に開かれ

た学校づくりとして、意義のあるものである

と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 協働的な学びの必要性 

令和３年中央教育審議会「教育課程における

審議のまとめ」によると、協働的な学びについ

て「『個別最適な学び』が『孤立した学び』に陥

らないよう、これまでも『日本型学校教育』に

おいて重視されてきた、探究的な学習や体験活

動などを通じ、子ども同士で、あるいは地域の

方々をはじめ多様な他者と協働しながら、あら

ゆる他者を価値のある存在として尊重し、様々

な社会的な変化を乗り越え、持続可能な社会の

創り手となることができるよう、必要な資質・

能力を育成する『協働的な学び』を充実するこ

図２「猪苗代町の事業所数と従業員数の推移」 
※ 引用：猪苗代町(2020)：猪苗代町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（改訂）第２期総合戦略」 

図１「猪苗代町の総人口の推移」 
※ 引用：猪苗代町(2020)：猪苗代町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（改訂）第２期総合戦略」 
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とも重要である。」２）と示されてある。 

さらに、近年ではサイバー空間と現実世界

が高度に融合された Society5.0 と言われる

「超スマート社会」の到来が第５期科学技術

基本計画（内閣府、2016）3）によって予測され

ており、AI 技術が発達した日本において子ど

も一人一人の学習傾向などに応じて学びを最

適化する等の変革が求められている。猪苗代

町内においても、小売店での金銭の支払いが

現金からスマートフォンによるキャッシュレ

ス決済に置き換わりつつあり、猪苗代観光協

会は、電動アシスト自転車のシェアリング事

業に注目し、猪苗代町内での実証実験が開始

されている。 

 これらのように、知的障がいのある児童生

徒を取り巻く環境は刻一刻と変化しており、

今後訪れてくる超スマート社会を生きていく

ためには、自分の暮らす地域に目を向け、自ら

問題を見出し、解決していく経験を積み重ね

つつ、他者と協働しながら、あらゆる他者を価

値のある存在として尊重し、様々な社会的な

変化を乗り越えることのできる資質・能力を

育成することのできる協働的な学習による学

びが必要不可欠である。 

 そのため、本研究において、生徒が協働的な

学びを実践できるように、以下のように協働

的な学びのポイントを示し、研究を進めるこ

ととした。 

＜本研究における協働的な学びのポイント＞ 

・友達の考えを聞いて、自分の考えを広げる。 

・友達と意見を交換する。 

・グループで話し合ったことをまとめる。 

・ネット情報や書籍から様々な人の考えに触れる。 

Ⅲ 研究の内容 

〇 地域資源を活用した有効的な授業づくり

を実践する。 

〇 協働的な学びが生徒に及ぼす影響を考察する。 

Ⅳ 研究の方法 

〇 Ａ食品と連携を図りながら、総合的な探

究の時間の単元計画を構築し、協働的な学び

を取り入れた問題解決学習を実践し、評価・改

善する。 

〇 対象生徒は、令和６年度猪苗代支援学校

高等部生徒２０人（内、１年生５人、２年生９

人、３年生６人）である。検証の方法として、

単元終了後に、生徒に４件法での質問紙調査

を実施し、回答データを基に生徒の思考に及

ぼす影響を調査する。 

Ⅴ 単元展開の基本的な考え 

 単元を展開するにあたり、文部科学省が示

す「探究における生徒の学習の姿」（図３）を

参考に①課題の設定、②情報の収集、③整理・

分析、④まとめ・表現のプロセスで単元を構築

し、教科の視点だけでは捉えきれない広範な

事象を多様な角度から俯瞰して捉える経験を

重ねることで生徒が探究的な見方・考え方を

働かせるようにしている。生徒が地域の問題

に気付き、学校の生徒として自分に何ができ

るのか考えることで生徒自身の課題として捉

えさせ、協働的な学びの活動の中で、その課題

を遂行することで、主体的に問題を解決でき

る力を高められることが期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究の実際 

 本研究の対象となる授業は、令和６年１２

月から令和７年１１月までの約１年間にわた

る長期単元である。単元の第一次では、主にコ

ラボ商品の開発を行い、第二次では、開発した

コラボ商品の宣伝や味の研究、販売活動に取

り組んだ（表１）。単元の目標は、育成すべき

資質・能力に沿った３観点で示しており、①猪

図３ 「探究における生徒の学習の姿」 
※ 引用：文部科学省（2018）「高等学校学習指導要領（平

成30年告示）解説【総合的な探究の時間編】」 
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苗代町や学校の特色を踏まえたコラボ商品を

開発するために必要な情報を収集する手段や

協働的な話し合いの方法を理解することがで

きる。（知識・技能）、②課題を遂行するための

情報を集め、整理・分析してまとめ・表現する

ことができる。（思考力、判断力、表現力等）、

③他者の意見を尊重しながら、話し合いを通

して新たな価値を創造しようとする。（学びに

向かう力、人間性等）とした。 

 単元の経過 

第
一
次 

１ 地域の問題と課題を捉える。 

うまくて生姜ねぇ‼とコラボ商品を開
発して、猪苗代町を盛り上げよう！ 

※うまくて生姜ねぇとは、Ａ食品が販売している

万能調味料である。（以下「うまくて生姜ねぇ‼」） 

２ うまくて生姜ねぇ!!とは何かを調べる。 
（１）うまくて生姜ねぇ!!の試食をする。 
（２）Ａ食品とはどんな会社か調べる。 
（３）コラボ商品のアイディアを検討する。 
３ グループごとにコラボ商品を検討する。 
（１）アイディアを考え、収集する。 
（２）類似するアイディアでグループを編成

し、グループごとにアイディアのブラッ
シュアップを行う。 

４ グループごとにプレゼンをする。 
（１）Ａ食品社長にプレゼンする。 
（２）プレゼンの結果発表を知る。 
（３）コラボ商品の試作・試食 

第
二
次 

５ 開発したコラボ商品を開発・販売する。 
（１）商品ネームの考案 
（２）商品ブランドの考案 
（３）コラボ商品を開発、宣伝するためにグ

ループに分かれて、活動する。 
６ グループごとに活動に取り組む。 
ｸﾞﾙｰﾌﾟ 活動内容 
宣伝 記者会見、新聞やテレビ、ラジオ広

報誌への投げ込み、Fukurum 基金を
活用した販促活動 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ パッケージのデザイン、レシピブッ
クの作成 

味研究 レシピ開発 

７ 校外販売会の実施 
８ 猪苗代町長への表敬訪問 
９ 単元のまとめ 

 

 授業を展開するにあたり、生徒に対して協

働的な学びとはどういったものか説明するこ

とから始めた。生徒には、協働的な学びを「友

達の考えを聞いたり、昔の人の考えに触れた

りしながら、自分自身の考えを広げる勉強で

ある。」と端的に伝えた。そのための手段とし

て、①友達の考えを聞くこと。②グループで話

し合ったことをまとめること。③意見を文字

に起こして意見交換すること。④雑誌やネッ

トなどから昔の人の考えを知ることを伝え、

今後の学習で用いることを示した。 

（１）地域の問題と課題を捉える。 

 授業を始めるにあたり、本校が位置する猪

苗代町の特色、問題と課題について調べた。 

 調べる項目は、①猪苗代町の有名な食べ物、

②猪苗代町の有名な人、③猪苗代町のスキー

ができる有名な山、④大正９年から令和２７

年までの猪苗代町の人口の推移を表すグラフ

を見て気付いたこと、⑤昭和６１年から平成

２６年までの猪苗代町の事業所と従業員数の

推移を表すグラフを見て気付いたことを取り

上げた。 

 調べ活動を通して、自分たちの学校がある

地域の良さや特色を改めて理解するとともに、

人口や事業所数のグラフから猪苗代町の人口

減少や事業所・従業員数の減少が進んでいる

ことに気付くことができた。資料１ 

 猪苗代町の問題を「猪苗代町の人口や事業

所数が減り、町の元気がなくなっていること。」

本授業で取り組むべき課題を「猪苗代町を盛

り上げること。」とし、そのための手段として

生徒が理解しやすいような言葉を用いて、

「『うまくて生姜ねぇ‼』とコラボ商品を開発

して、猪苗代町を盛り上げよう」という単元を

貫くテーマを設けた。 

（２）「うまくて生姜ねぇ‼」とは何かを調べる。 

 「猪苗代町を盛り上げる」という課題を遂行

するために、「うまくて生姜ねぇ‼」とコラボ商

品を開発していくのだが、大分部の生徒が「う

まくて生姜ねぇ‼」の存在を知らなかった。そ

のため、まずは、コラボ商品の基となる「うま

くて生姜ねぇ‼」を試食し、どのような食材が

合うのか、自由に発想することにした。資料２ 

 商品の試食では、生徒全員が試食すること

ができた。なかには偏食の生徒もいたが、試食

することができ、「しょっぱい味です。」「おい

表１ 「単元の経過（一部抽出）」 
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しいです。」と生徒同士で感想を伝えあうこと

ができた。資料２のワークシートでは、今後の

グループ分けを見据えて、自由記述のアイデ

ィアの欄と①「うまくて生姜ねぇ‼」の味を変

える、②「うまくて生姜ねぇ‼」をお菓子にし

てしまう、③「うまくて生姜ねぇ‼」をパンに

してしまう、④「うまくて生姜ねぇ‼」のパッ

ケージデザイン等を考えるなどの項目に沿っ

て考えた。事前にＡ食品から実現可能な加工

の仕方を聞いており、その情報を基にワーク

シートを作成して、生徒にアイディアを考え

る機会を設けた。 

 生徒に「うまくて生姜ねぇ‼」と合う食材や

コラボ商品のアイディアを自由に検討させる

と、「粉にして飲み物にしてしまう。」「ストロ

ベリージャムと混ぜる。」などの自由な発想を

してくれる生徒が多く見られた。（写真１） 

  

 

 

 

 

 

（３）グループごとにコラボ商品を検討する。 

 前時のワークシート資料２を基に生徒をグ

ループに分けた。「うまくて生姜ねぇ‼」に新し

い食材を取り入れて新しい味を作り出す①味

変化グループ、「うまくて生姜ねぇ‼」をお菓子

にする②お菓子グループ、「うまくて生姜ねぇ

‼」とパンを組み合わせた③パングループ、「う

まくて生姜ねぇ‼」のパッケージやオリジナル

キャラクターを作る④パッケージグループの

４つに分かれて活動に取り組んだ。 

 それぞれのグループで活動するにあたり、

生徒が協働的な学びを意識して活動に取り組

めるように、使用するワークシートに協働的

な学びを実践したり、振り返ったりすること

のできる項目を取り入れた（写真２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 味変化グループでは、ベースの味となる「う

まくて生姜ねぇ‼」に合う地域の食材探しを行

った。食材を探すにあたり、隣接する施設や学

校の教職員にインタビューを行い、猪苗代湖の

川えびや雪下キャベツ、山菜などの食材が挙げ

られた。（写真３）家庭科

で学習した食物の栄養成

分などを参考にしながら

実際に食材を選んで調理

し、「うまくて生姜ねぇ‼」

と絡めて味を確かめる活

動を繰り返し行った。 

 お菓子グループでは、「うまくて生姜ねぇ‼」

を取り入れたお菓子の検討を行った。タブレ

ット端末を用いて、インターネットで情報収

集するために、生徒に「他の学校のコラボ商品」

や「生姜を使ったお菓子」などの調べる視点を

提案したうえで情報収集を行った。発案した

アイディアをレジュメにまとめた後、そのお

菓子をイメージする絵を描く活動を取り入れ

た。実際に考えたお菓子を絵に描くことで、美

術での学びが発揮できた。（写真４、５） 

 

 

 

 

 

 

写真２ 協働的な学びを意識できるワークシート  

写真１ 「うまくて生姜ねぇ 」試食の様子  写真３ インタビューの様子  

写真５ 生徒考案 

「はくちょうクッキー」 

写真４ 生徒考案 

「ばんだいあかぬまカヌレ」 
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 パングループでは、グループ内で検討した

結果、「うまくて生姜ねぇ‼」をベースにしたジ

ャムを発案するアイディアが出された。その

ため、イチゴジャムやブルーベリージャムな

どを「うまくて生姜ねぇ‼」に取り入れ、①味、

②相性、③商品化は可能かの３観点で評価し

合う活動を行った。ジャムを混ぜ込むという

意外性のあるアイディアだったが、実際に試

食してみると、「意外と合いますね。」などの感

想が聞かれた。 

 パッケージグループでは、コラボ商品を開

発するにあたり、商品のラベルに取り入れる

キャラクター作りを行った。授業の中で、小売

店で販売されている様々な商品には、「おいし

さが伝わるようなデザインがされていること」

「市販されている商品のキャラクターから伝

わるイメージ」などを学習し、生徒が考案する

キャラクターの「名前」「身長」「性別」「特徴」

などの細かな詳細を考えられるワークシート

を使いながら、タブレット端末にスタイラス

ペンを用いて、「生姜」をキーワードにしたキ

ャラクター作りを行った。商品を宣伝するた

めの特徴的なキャラクターや配色などの工夫

が見られた。（写真６、７） 

 

 

 

 

（４）グループごとにプレゼンテーションする。 

 コラボ商品の実現化に向けて、グループご

とに考案したコラボ商品のアイディアをＡ食

品代表取締役に資料３を用いてプレゼンテー

ションする機会を設けた。コラボ商品の実現

化がかかった大事なプレゼンテーションであ

るため、生徒達はアイディアを採用してもら

うために、事前にグループごとに発表内容を

原稿にまとめておき、代表取締役に伝えるこ

とを意識しながら、文章を読んで、発表するこ

とができた。代表取締役からは、「型にはまら

ない、面白いアイディアばかりである。」と講

評をいただいた。（写真８、９） 

 

 

 

 

 

 

（５）開発したコラボ商品を開発・販売する。 

 プレゼン終了後、味変化グループのアイディ

アが採用され、「山菜」を取り入れた万能調味料

の開発を行うことが決まった。山菜を取り入れ

ることで、シャキシャキとした食感が良いアク

セントになり、さらに山菜の食物繊維やビタミ

ン等も摂取できる。取り入れる山菜は、「わら

び」「ふき」「きくらげ」「たけのこ」の４種類で

ある。商品のネーミングは、生徒と教職員にア

ンケートをとり、話し合いの上で決定した。 

（６）グループごとに活動に取り組む。 

 開発したコラボ商品を販売するにあたり、

①パッケージのデザインを考えるグループ、

②味の研究をするグループ、③メディアに宣

伝するグループに分かれて活動に取り組んだ。 

 味研究グループでは、「うまくてごめんな山

菜」のおいしさをお客さんに伝え、多くの人の

手に取ってもらえるように、家庭科の学びを

生かして、「うまくてごめんな山菜」を使用し

た料理の研究を行うことにした。生徒にどの

ような料理にしたいのか、考える機会を設け

ると、「ロールキャベツ

にする。」「冷たいうどん

と合わせる。」などの意

見が挙げられた、集約さ

れた意見の中から話し合いを行った結果、①

「うまくてごめんな山菜」を卵に混ぜた玉子

焼き、②「うまくてごめんな山菜」をかけたう

どん、③炊き込みごはん、④「うまくてごめん

な山菜」を混ぜ込んだお好み焼きを調理し、味

の研究を行うことにした。（写真１０） 

写真10 たきこみご飯の試作 

写真６ 生徒考案 

イメージキャラクター 
写真７ キャラクターづくり 

写真８ A 食品代表取締役か

らの講評 

写真９プレゼンテーション 
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 デザイングループでは、主に「うまくてごめ

んな山菜」のパッケージデザインや味研究グ

ループで研究したレシピブックの作成を行っ

た。パッケージデザインを考える際は、タブレ

ット端末のプレゼンテーション作成アプリ

Keynote で、パッケージの展開図に沿って配色

やフォント、イラストデザインなどを描き、グ

ループ内で評価・改善しあう活動に取り組ん

だ。（写真１１）また、デザイン作成アプリの

Canva を用いて、ロゴのデザインづくりにも取

り組んだ。Canva 内に保存されている無料デー

タを用いる生徒やオリジナルのロゴデザイン

を作成する生徒がいた。（写真１２） 

 

 

 

 

 

 宣伝グループでは、「うまくてごめんな山菜」

を販売するにあたり、どのようにして宣伝を

行うのか検討した。生徒からは、「町の放送で

呼びかける。」「ラジオで宣伝する。」「YouTube

や TikTok で宣伝する。」「記者会見をする。」

などのアイディアが挙げられた。生徒同士で

話し合い、まずはラジオの投稿フォームに入

力して情報の投げ込みを行った。ラジオに採

用されるために、生徒同士で意見を出し合い、

文章を作成して

情報の投稿を行

った。生徒から

は、「ドキドキし

ましたが、採用さ

れ る と い い で

す。」と期待に胸を膨らませた姿が見られた。

その後、ラジオ投稿の内容が採用され、ラジオ

アナウンサーとラジオ収録を行い、「うまくて

ごめんな山菜」を宣伝する活動に取り組むこ

とができた。生徒からは、「初めてのラジオ収

録に緊張しましたが、頑張って宣伝できまし

た。」と満足そうな笑顔を見ることができた。

さらに、商品を広く宣伝するために、本校でコ

ラボ商品の記者発表会を行うことにした。記

者に対してどのような情報を伝えればいいの

か話し合い、台本を仕上げて、練習を行ったう

えで記者発表会を迎えた。テレビ局や新聞各

社、地元の役場などに考えた原稿を発表した

り、記者からの質問を受けたりすると、その場

で回答を考え、受け答えすることができた。

（写真１４）生徒は緊張しているようであっ

たが、約一年間の月日をかけて作り上げた製

品を発表する姿からは、自分たちの力で猪苗

代町を元気づけようという強い意志が感じら

れた。 

 

 

 

 

 

（７）商品ブランドの考案 

本単元では、コラボ商品を開発・販売するに

当たり、学校独自の「iina-BORN」というブラ

ンドを立ち上げた。（写真１６）生み出したコ

ラボ商品を広く認知してもらうために、ブラ

ンドロゴを採用した。ブランドの名称は、生

徒・教師間でアンケートを取って採択した。

「iina」という言葉には、猪苗代町、猪苗代支

援学校の「猪（いな）」をアダプトするととも

に、街や学校の「い〜な♪」

と思える商品を学校の生徒

一人一人がクリエイターと

なり、「BORN」生み出してい

きたいという想いが込めら

れている。 

（８）校外販売会の実施 

 コラボ商品の開発開始後、約一年の月日を

経て、「うまくてごめんな山菜」を販売するこ

とができた。発売日当日には、地元の小売店４

か所にて生徒による同時販売会を行った。 

写真12 Canvaを使用した 

ロゴデザイン作成 
写真11 Keynoteを使用したパッ

ケージデザイン作成 

写真 16 

オリジナルブランド 

写真13 ラジオ投稿のための話し合い 

写真 15 記者発表会 写真 14 記者からのインタビュー 
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 販売会では、「僕たちが開発した『うまくて

ごめんな山菜』です。」「おいしいですよ。」と

懸命にお客さんの呼び込みを行う姿が見られ

た。また、味研究グループが考案した炊き込み

ご飯の試食を行った。試食したお客からは、

「生姜の風味が豊かでおいしいです。」などの

感想をいただき、にっこりとほほ笑む生徒の

笑顔が見られた。家庭科での学びが生かされ、

他者から評価された瞬間であった。さらに、「う

まくてごめんな山菜」を購入いただいた方には、

デザイングループが作成した、うまくてごめん

な山菜のおいしい食べ方をまとめたレシピ集

「クックブック」を配布した。（写真１７）自分

たちで作り上げた商品であるからこそ、必死に

お客の呼び込みを行い、自分たちの学校や地域

のために活動する姿が見られた。（写真１８） 

 

 

 

 

 

（９）猪苗代町長への表敬訪問 

 地域を元気づけるためにコラボ商品の開発

を行い、販売することができたため、猪苗代町

長に対して表敬訪問を実施した。これまでの

発表資料を基に、生徒によるコラボ商品開発

の経緯を発表し、町長に試食してもらい、「山

菜の食感がおいしい。」などの感想をいただき、

緊張しながらも生徒の喜ぶ姿が見られた。 

（１０）Fukurum 基金補助金の活用について 

本事業に関しては、コラボ商品の活用に際

して、「ふくしまの未来を創る Fukurum 基金」

の補助金補助団体として採択されており、コ

ラボ商品の開発と販路拡大に関して補助金の

使用や Fukurum 基金担当者による商品宣伝の

ための助力を賜っている。 

 なかでも、補助金を使用して、生徒が考案し

た生姜のキャラクターをステッカーにして、商

品を購入いただいた方に配布したり、生徒が描

いた山菜のイラストを取り入れたてぬぐいを製

作して、販売会で使用したりするなどの販促商

品の開発を行うことができた。（写真１９、２０） 

 

 

 

 

Ⅶ 協働的な学びに関する授業評価 

１ 質問項目 

 単元の終了時に協働的な学びが生徒にどのよ

うな影響を与えたのか分析するための質問項目

を検討した。測定尺度を作成するにあたり、リッ

カート尺度による質問項目を４件法とし、７つの

項目を作成した。質問項目を作成する際は、秋田

（２０１０）、秋田（２０１２）を参考に、東海

林、一善（２０１４）の示す「協働的な学習の効

果」４項目を基に質問項目を作成した（表２）。 

項目 

Ｑ１ 話し合いをする時、自分の意見や考えを伝えることができた。 

Ｑ２ 友達の意見を聞くことができた。 

Ｑ３ 友達の意見を聞いて、自分の考えや意見が変わった。 

Ｑ４ 話し合いながら学習し、自分の知っていることが

増えた。考えを深めることができた。 

Ｑ５ 友達と話し合いながら学習し、自分のコミュニケ

ーション能力を高めることができた。 

Ｑ６ 友達や自分の成長を感じながら、自分のよいところや 

得意なこと、苦手なことを見つめることができた。 

Ｑ７ 全員で商品を完成させることができて、どういう気持ちか。 

 

２ 対象生徒 

 令和６年度高等部在籍生徒（１年５名、２年

９名、３年６名、計２０名） 

３ 実施期間 

 単元終了時の令和６年１０月１６日に、一

斉に実施した。 

４ 評価点の算出式 

 ４件法による回答の場合、各評価項目に対

して１から４の段階評価で行い、肯定的な評

価には高い値を配点した。 

５ 分析方法 

 回収した授業評価アンケートは、選択回答

式の結果は単純集計でまとめ、その割合を算

出し、円グラフで示す。評価項目ごとの１から

写真19 生徒原案のステッカー 写真20 生徒原案のてぬぐい 

表２ 授業評価質問項目 

写真17 クックブック 写真18 校外販売会 
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４段階評価の合計値を基に各質問項目間の相

関係数を算出、最も強い正の相関を示す質問

項目を抽出し、独立性の検定（χ２統計量）を

実施、質問間の関連性を判断する。 

６ 学習評価の結果 

（１）「話す」に関連するアンケート結果 

 「話し合いするとき、自分の意見や考えを伝

えることができた。」との質問に対し、「そう思

う」「少し思う」などの肯定的回答は９０％だ

った。 

 
（２）「聞く」に関連するアンケート結果 

 「友達の意見を聞くことができた」との質問

に対し、「そう思う」「少し思う」などの肯定的

回答は１００％だった。 

 
（３）「考えの変化」に関連するアンケート結果 

 「友達の意見を聞いて、自分の考えや意見が

変わった」との質問に対し、「そう思う」「少し

思う」などの肯定的回答は６５％だった。 

 
（４）「気持ち」に関連するアンケート結果 

 「全員で商品を完成させることができて嬉

しい」との質問に対して「そう思う」「少し思

う」などの肯定的回答は９５％だった。 

 
 

（５）「理解の深化」に関連するアンケート結果 

 「話し合いながら学習し、自分の知っている

ことが増えた。考えを深めることができた」と

の質問に対し、「そう思う」「少し思う」などの

肯定的回答は９０％だった。 

 

（６）「コミュニケーション能力の向上」に関

するアンケート結果 

 「友達と話し合いながら学習し、自分のコミ

ュニケーション能力を高めることができた」

との質問に対し、「そう思う」「少し思う」など

の肯定的回答は、９０％だった。 

 

（７）「自己理解」に関連するアンケート結果 

「友達や自分の成長を感じながら、自分のよ

いところや得意なこと、苦手なことを見つめる

ことができた」との質問に対し、「そう思う」

「少し思う」などの肯定的回答は７５％だった。 

 
Ⅷ 授業評価の考察 

 授業評価アンケートでは、各項目で高い評

価値が多く、協働的な学びによる学習効果を

実感している生徒が多いという結果が明らか

になった。そこで、授業評価の各質問間に、相

関性があるか、質問全てに対する相関係数を

求めたところ、質問２と質問５の間には相関

係数 0.880、質問２と質問４に対しては相関係

数 0.7880 が得られ、以下のような質問間の強

い正の相関が見られた。 
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 Q1 Q２ Q３ Q４ Q５ Q６ Q７ 

Q１   0.073  0.587  -0.040  0.376  0.523  0.362  

Q２ 0.073    0.633  0.780  0.880  0.490  0.366  

Q３ 0.587  0.633    0.527  0.811  0.593  0.509  

Q４ -0.040  0.780  0.527    0.755  0.454  0.470  

Q５ 0.376  0.880  0.811  0.755    0.736  0.589  

Q６ 0.523  0.490  0.593  0.454  0.736    0.678  

Q７ 0.362  0.366  0.509  0.470  0.589  0.678    

 最も強い正の相関係数が得られた質問２と

質問５の間に関連性があるか、独立性の検定

を行った。質問２が「友達の意見を聞くことが

できた」質問５が「話し合いながら学習し、自

分の知っていることが増えた。考えを深める

ことができた。」であるため、下記のような仮

説を立てることができる。 

帰無仮説：友達の意見を聞くことと、自分

の知っていることが増えたり、考えを深め

たりすることは関連性がない。 

対立仮説：友達の意見を聞くことと、自分

の知っていることが増えたり、考えを深め

たりすることには関連性がある。 

 仮説検定を進めるために、まずは、質問２と

質問５の評価値をクロス集計表にまとめた。 

観測度数を表にまとめると以下のようになる。 
  Ｑ5 ともだちと話し合いながら学習し、自分の知っていること

が増えた。考えを深めることができた。 
Ｑ
２ 

友
達
の
意
見
を
き
く
こ
と

 

  できた すこし、

できた 

あまり、でき

なかった 

で き な

かった 
総計 

できた 12 4 1 0 17 

すこし、

できた 
0 1 1 1 3 

あまり、で

きなかった 
0 0 0 0 0 

できなか

った 
0 0 0 0 0 

総計 12 5 2 1 20 

 次に観測度数から期待度数を算出した場合、

以下のように示される。 
  Ｑ5 ともだちと話し合いながら学習し、自分の知っていること

が増えた。考えを深めることができた。 
Ｑ
２ 

友
達
の
意
見
を
き
く
こ
と

 

  できた すこし、

できた 

あまり、でき

なかった 

で き な

かった 
総計 

できた 10.2 4.25 1.7 0.15 17 

すこし、

できた 
1.8 0.75 0.3 0.15 3 

あまり、で

きなかった 
0 0 0 0 0 

できなか

った 
0 0 0 0 0 

総計 12 5 2 1 20 

 期待度数からχ２乗統計量を求めるにあた

り、数値が０の項目である、Q2 の「あまりで

きなかった」「できなかった」の２項目は削除

し、残りの項目間でχ２乗統計量の数値を求め

ると、9.104 となった。優位水準を 0.05 とす

れば対応するχ２分布の値はχ２
(2-1)（4-1）(0.05)

＝7.815 であるため、9.104＞7.815＝χ２

3(0.05)により、帰無仮説は棄却され、「友達の

意見を聞くことと、自分の知っていることが

増えたり、考えを深めたりすることには関連

性がある。」ということが明らかになった。 

Ⅸ まとめ 

１ 成果 

 本研究で取り組んだ、Ａ食品とのコラボ商

品開発に関しては、「うまくてごめんな山菜」

という商品を開発し、「地域を元気づける」と

いう課題の達成に向けて、学校での取り組み

を広く周知することができた。以下販売・宣伝

実績の一部を掲載する。 
＜コラボ商品「うまくてごめんな山菜」の販売実績＞ 
・道の駅いなわしろ 
・道の駅ばんだい 
・リオンドール猪苗代店 
・ヨークベニマル猪苗代店 
・日本橋ふくしま館 MIDETTE 
・安達太良 SA 上り線、下り線 
・那須高原 SA 上り線、下り線 
・福島県観光物産館 
・飯坂温泉あづま荘 
・吾妻 PA 上り線、下り線 他 
※店舗の仕入れ状況によって、販売の有無が異なる。 
＜コラボ商品「うまくてごめんな山菜」の宣伝実績＞ 
・福島民友、福島民報、読売新聞、広報「いなわしろ」、
福島広報誌つながるふくしまゆめだより、元気の出る情
報・交流誌「手をつなぐ」等に記事の掲載 
・テレビユー福島、ゴジてれ chu!にて TV 報道 
・FM ふくしま「県政広報ラジオ」「RADIO GROOVE」での
ラジオ収録 
・トップシェフ・敏腕バイヤーが選ぶ、「料理王国１００
選」に選出 
・料理雑誌「料理王国 2025」に掲載資料４ 

本研究の内容は、地域資源を活用した有効

的な授業づくりを実践することと、協働的な

学びが生徒に及ぼす影響を考察することであ

る。一つ目の「地域資源を活用した有効的な授

業づくり」に関しては、学校の重点目標に迫り

つつ、地域資源を有効に活用した単元計画の

展開や生徒が主体となった授業を実践するこ

とができた。 

 その要因としては、第一に地元企業である

Ａ食品と連携することで、生徒達が導き出し

た「猪苗代町を元気づける」という課題を遂行

しやすい学習環境を整えることができたとい

うことが挙げられる。学校として、地域企業と
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連携をしながらコラボ商品の開発に携わる学

習は初めての経験であり、手探りでの単元展

開であったが、課題遂行→情報の収集→整理・

分析→まとめ・表現といった探究するための

プロセスを基にコラボ商品開発のロードマッ

プ資料５に沿って学習を展開することができ

た。 第二に、生徒自身が意欲を高められる豊

富な種類の学習活動を単元計画に盛り込むこ

とができたことである。自分たちが考案した

アイディアが実際に商品化され、最寄りの小

売店で販売されることへの期待感があり、そ

のために希望のグループに分かれて活動し、

様々な物を創り上げたり、地域の方に広く宣

伝したり、時には各メディアに取り上げても

らったりするといった充実できる活動を設け

ることができた。また、本単元を展開するにあ

たり、Fukurum 基金補助金に応募、採択された

ため、補助金を活用しての授業展開ができた

ことも効果的であった。学校の中だけで完結

する単元計画では、本単元のような取り組み

は難しく、学校外の地域資源を活用して展開

したからこそ、より有効的な授業づくりを行

うことができ、ひいては、学校の重点目標に迫

ることができたのだと考える。  

 研究内容の二つ目である、「協働的な学びが

生徒に及ぼす影響の考察」に関しては、学習評

価アンケートを考察したように、協働的な学

びが生徒に良い影響を与えることができた。

特に、学びの中での話し合いの中で、友達の意

見を聞くことができた生徒は、自分の知って

いることが増えたり、考えを深めたりするこ

とができており、質問間の相関性が分かった。 

 さらに、授業を展開する中で、総合的な探究

の時間の中で各教科等の見方・考え方を活用

することもできた。表３にその一例をまとめ

たように、コラボ商品を開発するにあたり、国

語、数学、家庭などの教科の見方・考え方を生

かし、教科等の見方・考え方と総合的な探究の

時間との往還を図ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題 

 今後の課題としては、学校全体を見通し、総

合的な探究の時間と各教科等で育成する資

質・能力との関連付けを踏まえたカリキュラ

ム・マネジメントを深めていくことで、教科の

学びと総合的な探究の時間の学びのつながり

が強まり、有機的な教育計画を組み上げ、より

教育的効果を高めることができると考える。 

Ⅹ 今後の展望 

 学校オリジナル商品ブランドを立ち上げ、地

域資源を活用した単元の構築を実践すること

ができた。現在も、猪苗代町を元気づけるとい

う課題に向かって、猪苗代町の伝統技術である、

「中ノ沢こけし」とコラボした活動を推進して

いる。今後も、地域の「ひと・もの・こと」に

触れ、生徒自らが社会とかかわるなかで問題を

見つけ、課題を遂行できる力を育むとともに、

猪苗代支援学校の取り組みを広く周知できる

ように活動に努めていきたい。資料６ 

【参考・引用文献】 

１）福島県猪苗代町（２０２０）：「猪苗代町まち・ひ
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２）中央教育審議会(2021)「教育課程における審議の

まとめ」 
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（参照２０２３－１２－０２） 

＜総合的な探究の時間＞ 
猪苗代町の問題を解決するために「うまくて生姜ねぇ 」

とのコラボ商品開発を行う（広範な事象） 
 
 
 
＜各教科等の見方・考え方の活用例＞ 
国語：商品開発時の話し合い、文章整理、プレゼンテー

ション 
数学：人口統計からのグラフの読み取り、調理時の分量

計算、販売会での会計 

家庭：商品開発時の栄養成分検討、調理、器具の使い方、
調理実習 

美術：パッケージ作りでのデザイン、配色、テーマに沿

ったキャラクター作り 

教科等の見方・考え方と探究との往還 

表３ 総合的な探究の時間と各教科等の往還例 
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資料２ 猪苗代町の良さや問題を捉えるためのレジュメ 

資料１ うまくて生姜ねぇ!!の試食後、アイディア記入レジュメ 
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資料３ 令和５年プロジェクトでの最終プレゼンテーション資料 
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資料５ コラボ商品開発までのロードマップ１ 

資料４ トップシェフ・敏腕バイヤーが選ぶ、「料理王国１００選」に選出 
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資料６ 今後の iina-BORN コラボ活動の展望 

資料５ コラボ商品開発までのロードマップ２ 


